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工事請負契約書出力　操作マニュアル
お客様（顧客）との契約時に取り交わす工事請負契約書の出力をするために必要な
「出力方法」と「設定方法」についてご紹介します。

３　　機能の概要

４　　出力方法

９　　設定方法



予算画面

３

工事請負契約書を予算画面から「基本データ」や見積金額を利用して出力ができます。

１-１　機能の概要



工事請負契約書の出力方法をご紹介します。
予算画面にある「契約書」から「工事請負契約書」ボタンをクリックします。

２-１　出力方法

４



２-２　出力画面入力項目➀
出力画面にて、各項目の選択をします。

①テンプレート名
後述の「帳票」で登録したテンプレート名を選択すると、各項目の初期値に反映されます。

②使用目的
工期の表記方法と調停人の項目有無や約款の内容が変わります。

③サイズ
A4縦、A3横、A3製本から出力サイズを選択します。

➃約款
自社の約款を使用する場合は「約款を付けない」を選択します。

➄契約方法
それぞれの契約方法に適した帳票になります。
※「電子契約」は「すごいよ山下くん」を通じて契約を締結という機能ではございません

➅契約相手
発注者の名称項目が「氏名」から「事業者」など、適切な名称に切り替わります。

①

➁

➂

➃

➄

➅
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①
➁

➂
➃

➄
➅

法定記載事項の項目を入力します。

２-３　出力画面入力項目➁

①前文
入力した文章が前文として表示されます。

②工期
名称と日付を入力します。※先述で小工事を選択した場合は期間だけの入力になります。

③工事を施工しない日又は時間帯
入力した文章が表示されます。※文字数の上限は30文字です

➃支払予定
支払を行うタイミングと金額を入力します。
割合を入力して「自動計算」をクリックすると、金額に反映されます。
また、金額を手動入力した場合、一番下の行の金額で自動調整されます。

➄締結日
契約締結日を入力します。

➅契約者情報
必要な項目を入力します。先述の契約相手で一般顧客か事業者のどちらを選択したかに
よって入力する項目が変化します。（事業者名・代表者名など）
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２-４　出力画面入力項目➂
任意事項の項目は必要があれば入力し、不要な項目は空欄のままで構いません。
必要な項目の入力が終わりましたら、PDFもしくはExcelで工事請負契約書を出力することができます。

７



２-５　出力後　帳票サンプル

８



３-１　設定方法

９

工事請負契約書の出力設定を予めカスタマイズして保存しておき、出力時に反映することができます。
設定は「基本設定」から行います。



３-２　基本設定　「帳票」「工事請負契約書」➀
基本設定の「帳票」にある「工事請負契約書」で、出力時に入力する項目の初期値などを登録できます。
また、設定名を「新築用」「リフォーム用」などに分けて、複数パターンを登録しておくことも可能です。
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３-３　基本設定　「帳票」「工事請負契約書」➁
テンプレート名など各項目の初期値設定をします。
　例）下記は「新築」「約款付き」「紙契約」で一般のお客様を想定した設定です。
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「法定記載事項」や「任意項目」も必要な項目を設定します。不要な項目は空欄のままで構いません。
最後に”保存”をクリックすると工事請負契約書の帳票設定情報が登録されます。

３-４　基本設定　「帳票」「工事請負契約書」➂
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